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　この府会だよりも、みなさんのおかげで、３００号を迎える
ことができました。
　日本共産党府議団は、府民のみなさんの「要求と苦難の
あるところ」に足を運び、その声を府政に反映させること
をモットーにしてきました。そして、今の府政のもとでも、
みなさんの声や運動と結んだ議会での道理ある論戦で、数
多くの府民の要求を実現することができました。
　この府会だよりは、年に４回の定例会議を節に発行して
きたものですが、府民の願いとたたかいの記録でもあると
考えています。
　これからも議員団一同、みなさんの声をまっすぐ届ける
とともに、総選挙や１年３カ月後にせまった府知事選挙勝
利にむけ、いっそう全力をあげてまいります。
　みなさんの引き続くご支援を心からお願いいたします。

　　　　　２００９年１月
　　　　　日本共産党府会議員団　団長　　新井　進
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知
事
が
直
接
、現
場
に
出
向
き
 

府
民
の
叫
び
を
聞
け

　
知
事
の
「
雇
用
の
維
持
、
確
保
を
お
願
い
し
て
い

る
」
と
の
答
弁
に
、
西
脇
議
員
は
、
九
五
％
の
受
注

減
で
も
従
業
員
を
解
雇
せ
ず
に
頑
張
る
機
械
金
属
業

者
や
、
夫
も
妻
も
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
派
遣
労
働
者
と

い
う
家
族
の
姿
を
示
し
、
知
事
が
直
接
、
現
場
に
出

向
き
府
民
の
叫
び
を
聞
き
、
総
力
あ
げ
た
対
策
の
強

化
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
「
こ
の
緊
急
事
態
を
乗
り
切
る
た
め
に
も
、

オ
ー
ル
京
都
で
対
策
を
講
じ
、
要
請
も
し
て
い
き
た

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

知
事
は
消
費
税
増
税
を
容
認
す
る
の
か

　
麻
生
内
閣
の
「
定
額
給
付
金
」
は
、
三
年
後
の
消

費
税
増
税
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
ひ
ど
い
も
の
で
あ
り
、

今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
消
費
税
の
増
税
で
は
な
く
、

ま
ず
食
料
品
の
非
課
税
な
ど
を
実
現
す
る
こ
と
だ
と

指
摘
。
さ
ら
に
、
知
事
が
委
員
で
あ
る
社
会
保
障
国

民
会
議
が
、「
は
じ
め
に
消
費
税
増
税
あ
り
き
」
の
姿

勢
の
最
終
報
告
を
出
し
た
こ
と
を
批
判
、
知
事
の
姿

勢
を
追
及
し
ま
し
た
。

い
の
ち
と
く
ら
し
、雇
用
と
営
業
を

守
る
た
め
に
京
都
府
は
全
力
を

非
正
規
雇
用
と
下
請
企
業
を
 

「
調
整
弁
」と
す
る
な

　
西
脇
議
員
は
、
独
自
の
調
査
で
、
府
内
企
業
の
派

遣
・
請
負
労
働
者
の
削
減
や
雇
い
止
め
が
千
二
百
人

を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
非
正
規
雇

用
者
を
「
調
整
弁
」
と
す
る
大
企
業
を
批
判
し
ま
し

た
。
府
が
緊
急
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
企
業

に
対
し
て
リ
ス
ト
ラ
中
止
を
強
く
要
請
す
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。
ま
た
、「
派
遣
会
社
に
登
録
し
て
も
仕

事
が
な
い
」
と
い
う
青
年
の
声
な
ど
、
と
り
わ
け
深

刻
な
府
北
部
の
実
態
に
触
れ
、
緊
急
雇
用
対
策
や
生

活
援
助
制
度
の
創
設
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
深
刻
な
事
態
に
陥
っ
て
い
る
半
導
体
関

連
や
機
械
金
属
な
ど
輸
出
型
製
造
業
の
下
請
企
業
の

実
態
を
示
し
、
全
業
種
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
指
定

を
国
に
求
め
る
こ
と
、
制
度
融
資
に
三
年
の
返
済
据

置
期
間
を
設
け
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
の
西
脇
い
く
子
議
員
は
四
日
、
府
議
会
本
会
議
で
代
表
質
問
を
行
な
い
、
京

丹
後
市
か
ら
の
緊
急
要
請
行
動
の
人
た
ち
が
傍
聴
す
る
中
、
山
田
知
事
に
雇
用
と
営
業
、
く

ら
し
を
守
る
対
策
強
化
を
迫
り
ま
し
た
。

12月4日

西脇 いく子議員
（京都市下京区）

代表質問

「
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
瀬
戸
際
だ
」
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介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
制
度
の
来
年
度
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

「
施
設
か
ら
在
宅
へ
」
が
、
在
宅
に
も
深
刻
な
事
態
を

作
り
出
し
、
さ
ら
に
お
金
の
あ
る
な
し
で
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
内
容
ま
で
制
限
さ
れ
て
い
る
実
態
を
示
し
、

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
人
材
確
保
の
緊
急
対
策

と
し
て
、
介
護
労
働
者
月
三
万
円
の
賃
金
ア
ッ
プ
な

ど
の
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

子
ど
も
の
無
保
険
問
題
の
解
決
を

　
子
ど
も
の
無
保
険
問
題
な
ど
、
貧
困
が
子
ど
も
た

ち
へ
及
ぼ
し
て
い
る
深
刻
な
影
響
と
そ
の
根
本
的
な

解
決
策
に
つ
い
て
も
質
問
。
す
べ
て
の
世
帯
で
資
格

証
の
発
行
を
と
り
や
め
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

高
校
生
の
就
学
援
助
を

　
景
気
悪
化
の
中
、
高
校
生
に
も
授
業
料
負
担
、
学

校
納
付
金
や
教
科
書
代
、
交
通
費
、
制
服
、
体
操
服

な
ど
の
負
担
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
実
態
を
示

し
、
そ
の
支
援
策
と
通
学
費
補
助
の
改
善
を
求
め
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
削
減
し
た
他
府
県
に
通

う
私
立
高
校
の
生
徒
へ
の
直
接
助
成
の
復
活
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

大
学
生
の
奨
学
金
の
充
実
を

　
世
界
で
も
異
常
な
日
本
の
大
学
の
高
学
費
・
高
負

担
に
つ
い
て
質
問
。
国
に
奨
学
金
の
無
利
子
化
と
年

収
三
百
万
円
に
達
す
る
ま
で
の
返
済
猶
予
実
施
を
求

め
る
こ
と
、
府
独
自
の
無
利
子
の
大
学
奨
学
金
制
度

の
創
設
を
要
求
し
ま
し
た
。

食
の
安
全
に
つ
い
て

　
汚
染
米
不
正
流
通
問
題
に
つ
い
て
は
、
京
都
府
の

「
食
の
安
心
・
安
全
条
例
」
の
「
食
品
に
よ
る
健
康
へ

の
悪
影
響
を
未
然
に
防
止
す
る
」
と
い
う
基
本
理
念

が
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
。
食
品
監
視
員
の
専
任
化
と
食
品
等
の
試
験

検
査
等
を
担
っ
て
い
る
府
の
保
健
環
境
研
究
所
の
検

査
体
制
の
強
化
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
府
内

産
米
の
利
用
で
は
、
高
齢
者
施
設
や
保
育
園
な
ど
へ

の
使
用
に
府
と
し
て
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
で
の
安
全
な
地
産
地
消
を
推
進

し
、
地
元
産
米
の
活
用
へ
の
助
成
額
増
額
を
求
め
ま

し
た
。

　アメリカ発の金融危機は、一気に府内の雇用や地
元経済に深刻な影響を与えています。その中で、多
くの中小企業の社長さん達は、「従業員を解雇すれば
生活が大変になるのはわかっているからできない」
と仕事が減っても必死で耐えておられます。一方で
は、今日まで派遣社員に切り替えて儲けを重ねてき
た大企業は風向きが変われば、いとも簡単に労働者
を解雇するなんてあまりに身勝手です。
　私は、遠い京丹後市から何とか年を越したいとの
思いで陳情に来られた地元のみなさん方に代わって、
どうしても言わなければとの思いで「知事自身が北
部に出向いて地元の叫びを見て聞いて一人たりとも
自殺者を出さない決意で対策を」と知事に必死に訴
えました。寒空に府民のみなさんを放り出させては
なりません。引き続き全力でがんばります。
 ［西脇いく子］

京丹後では、今年も自殺者が１０月現在で２２人にのぼるなど、くらしも経済も深刻な
事態になっています。１２月４日、京丹後市民らが府庁を訪れ、金融・雇用対策、仕
事おこし、くらし支援などを求める緊急要請書を京都府に提出し、交渉を行ないま
した。当日の午後行なわれたわが党代表質問でも、切実な声を代弁し、西脇議員が
支援策を求めました。

京丹後からバス１台で緊急要請行動 田
母
神
前
空
幕
長
の
問
題
と
、舞
鶴
西
港

へ
の
自
衛
艦
入
港
問
題
に
つ
い
て

　
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
上
で
き
わ
め
て
重
大
な

問
題
で
あ
る
自
衛
隊
の
問
題
も
追
及
。
田
母
神
前
航

空
幕
僚
長
の
戦
前
の
日
本
の
ア
ジ
ア
侵
略
を
否
定
す

る
論
文
問
題
に
ふ
れ
、
自
衛
隊
内
の
異
常
な
教
育
に

つ
い
て
の
知
事
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

商
業
港
で
あ
る
舞
鶴
西
港
へ
の
自
衛
艦
入
港
問
題
に

つ
い
て
、
災
害
派
遣
を
名
目
に
し
な
が
ら
舞
鶴
港
を

米
日
の
日
本
海
最
大
の
軍
事
拠
点
と
す
る
も
の
と
指

摘
、
入
港
拒
否
を
求
め
ま
し
た
。
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中
小
企
業
支
援
に
府
は
総
力
を
あ
げ
よ

　
原
田
完
議
員
は
、
ま
ず
、
十
一
月
十
七
日
に
京
都
府

中
小
企
業
団
体
中
央
会
主
催
の
「
経
済
危
機
突
破
中
小

企
業
緊
急
大
会
」
に
約
千
人
が
参
加
し
、
中
小
企
業
の

切
実
な
声
が
出
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら
、
中
小

企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
質
問
。
い
ま
こ
そ
府
が
、
仕

事
起
こ
し
や
制
度
融
資
拡
充
な
ど
中
小
企
業
を
守
る
仕

事
に
本
腰
を
入
れ
る
べ
き
と
し
て
、
今
回
創
設
さ
れ
る

中
小
企
業
緊
急
資
金
対
策
融
資
に
つ
い
て
は
対
象
を
全

業
種
に
拡
大
す
る
こ
と
、
原
油
・
原
材
料
価
格
高
騰
対

策
等
特
別
融
資
に
つ
い
て
は
存
続
・
拡
充
す
る
こ
と
、

制
度
融
資
の
納
税
要
件
を
緩
和
し
、
返
済
猶
予
期
間
を

延
長
す
る
こ
と
、
大
手
企
業
に
対
し
地
元
企
業
優
先
で

発
注
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
知
事
は
、「
事
業
者
の
方
々
の
声
を
受
け
止
め
て
全
力

を
あ
げ
て
支
援
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

西
陣
の
機
料
店
の
技
術
継
承
に
支
援
を

12月8日
原田　完議員
（京都市中京区）

一般質問

人
の
方
々
の
生
の
声
を
お
聞
き
し
、
機
料
店
の
織
機
部

品
を
は
じ
め
、
希
少
道
具
、
部
品
の
確
保
や
道
具
職
人

の
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
」
な
ど
と
答
え
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
原
田
議
員
は
木
屋
町
の
安
全
問
題
を
と
り

あ
げ
、「
風
俗
店
無
料
案
内
所
は
風
俗
店
の
経
営
を
直
接

支
援
し
、
営
業
活
動
の
一
部
を
担
っ
て
い
る
も
の
。
大

阪
府
と
同
様
に
風
営
法
に
準
じ
た
規
制
を
す
る
条
例
制

定
を
行
な
う
べ
き
」
と
追
及
。

　
警
察
本
部
長
は
、「
実
態
把
握
し
、
他
府
県
の
条
例
の

運
用
状
況
や
内
容
、
効
果
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
条
例

制
定
の
要
否
を
考
え
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　雇用の問題も大変厳しい事態にありますが、
中小零細企業の経営が厳しいもとで、中小企業
への支援、和装伝統産業や京プリント業界の長
年培われてきた貴重な「京都の技術的財産」が
倒産等で厳しい状況にあり、知事に対策を求め
ました。
　質問では、精練業は生産規模の縮小と燃油や
原材料の高騰で、ある丹後の精練業者は燃料費
だけでも前期決算から１,５００万円の負担増と経
営維持すら厳しい状況にあることを示し、精練
も蒸し水洗も絶対必要な工程であり、和装伝統
産業に欠く事のできない所への直接支援の必要
性をただしました。
　京都の伝統産業、基幹産業・中小企業支援は
京都経済、地域経済を支える重要な課題です。
金融支援策では前進を図りましたが、さらに本
格的支援に向け今後もさらに奮闘していきます。
 ［原田　完］

　
次
に
原
田
議
員
は
、
伝
統
産

業
の
問
題
で
、
西
陣
の
中
心
的

な
機
料
店
が
十
二
月
に
廃
業
す

る
問
題
を
と
り
あ
げ
、
織
機
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
機
能
が
な
く
な

れ
ば
産
地
が
崩
壊
す
る
と
し
て
、

機
料
店
の
技
術
の
継
承
と
事
業

維
持
を
支
援
す
る
施
設
を
京
都

市
と
協
力
し
て
設
置
す
る
こ
と

を
要
求
。
ま
た
、
深
刻
な
実
態

に
あ
る
丹
後
ち
り
め
ん
の
精
錬

加
工
業
者
や
、
京
プ
リ
ン
ト
業

界
へ
の
特
別
の
支
援
を
求
め
ま

し
た
。

　
商
工
労
働
観
光
部
長
は
、「
職

さこ 祐仁（京都市上京区）

大企業の横暴を許さず、
府民的反撃を！

　大企業の「派遣切り」が連日報道され、把握されただけでも８万
５千人を超えています。企業は簡単に「○○人」というが、雇い止
めされるのは、命ある人間です。「２００９年を迎えさせて」「ホームレス
にしないで」と、真剣な叫びに応える取り組みが求められています。
　府議団として１０月以降、府内一円の調査に取り組む中で、地元の
中小企業への仕事の打ち切りが、輸出関連の企業を中心に行なわれ
ていました。
　１２月２５日には、大日本スクリーン製造（株）へ出向き、派遣社員
の雇い止めについて「京都府の補助金を受けている企業として、雇
用確保に全力を尽くすべきではないか」と申し入れを行ないました。
　みなさんの声に基づく議会論戦と地域での闘いが結び、広がって
きています。
　さらに、運動を進めましょう。
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一
刻
も
早
く
、原
爆
症
認
定
問
題
の
解
決
を
 

原
爆
被
爆
者
の
援
護
施
策
を
拡
充
せ
よ

　
山
内
よ
し
子
議
員
は
、
原
爆
被
爆
者
の
援
護
施
策
の

充
実
に
つ
い
て
、
運
動
の
広
が
り
の
も
と
で
、
今
年
四

月
か
ら
認
定
基
準
が
緩
和
さ
れ
、
認
定
者
は
若
干
増
え

た
が
、
被
爆
者
を
一
定
の
病
気
と
距
離
や
時
間
で
新
た

に
線
引
き
を
し
、
ま
た
認
定
体
制
も
不
十
分
な
も
と
で
、

多
く
の
方
が
未
だ
に
認
定
さ
れ
て
い
な
い
問
題
を
指
摘
。

被
爆
者
が
高
齢
化
す
る
も
と
で
、
猶
予
が
な
い
問
題
で

あ
り
、
原
爆
症
認
定
の
早
期
全
面
解
決
の
た
め
に
、
知

事
と
し
て
国
へ
被
爆
者
の
実
態
に
合
わ
な
い
「
新
認
定

基
準
」
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
、
認
定
審
査
体
制
を

強
化
す
る
こ
と
、
被
爆
者
援
護
法
を
国
家
補
償
に
も
と

づ
く
法
律
と
し
、
被
爆
二
世
、
三
世
も
対
象
と
す
る
よ

う
改
正
す
る
こ
と
等
、
強
く
国
に
働
き
か
け
る
よ
う
求

め
、
府
と
し
て
被
爆
者
や
そ
の
子
ど
も
の
健
診
の
た
め

の
交
通
費
・
医
療
費
負
担
軽
減
の
た
め
の
支
援
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

母
子
家
庭
へ
の
支
援
策
の
 

抜
本
的
な
強
化
を

　
山
内
議
員
は
、
母
子
家
庭
の
置
か

れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、「
児
童
扶

養
手
当
の
削
減
や
生
活
保
護
の
母
子

加
算
の
削
減
な
ど
、
福
祉
施
策
の
後

退
と
、
さ
ら
に
経
済
状
況
の
悪
化
の

中
で
、
大
変
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
」
と
指
摘
。
知
事
に
、「
児
童
扶
養

手
当
の
改
悪
を
撤
回
」「
生
活
保
護
の

母
子
加
算
の
削
減
を
撤
回
し
、
復
活

す
る
こ
と
」
を
国
に
求
め
る
よ
う
迫

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
府
が
二
〇
一
〇
年
に
開
設

12月9日
山内 よし子議員
（京都市南区）

一般質問

す
る
家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
に
つ
い
て
、

母
子
家
庭
の
相
談
に
対
し
、
自
立
支
援
、
就
労
支
援
だ

け
で
な
く
、
弁
護
士
会
や
市
町
村
と
連
携
し
て
住
宅
の

確
保
や
、
生
活
保
護
を
含
む
福
祉
制
度
な
ど
総
合
的
な

相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
十
分
な
人
的
体
制
を
と
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
母
子
家
庭
の
住
宅
の
確
保
に
つ
い
て
、「
府

営
住
宅
の
優
先
入
居
の
枠
確
保
」「
府
営
住
宅
の
建
設
推

進
」「
民
間
住
宅
へ
の
家
賃
補
助
」
な
ど
支
援
強
化
を
求

め
ま
し
た
。

　
母
子
家
庭
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
、
国
に
対
し
て

「
高
等
技
能
訓
練
促
進
事
業
」
を
、
養
成
期
間
一
年
目
か

ら
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
改
善
す
る
こ
と
、
改
悪
さ

れ
た
「
自
立
教
育
訓
練
給
付
金
」
の
支
給
割
合
と
支
給

限
度
額
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
よ
う
知
事
に
求
め
ま
し

た
。

　
知
事
は
、「
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
が
相
談
の
中
核

組
織
と
な
り
、
相
談
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、

母
子
家
庭
の
総
合
的
な
相
談
体
制
の
充
実
に
つ
と
め

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　広島・長崎に原爆が投下され６３年。「核兵器の
ない世界」を求める運動は大きく広がり、毎年
開催される原水爆禁止世界大会に、京都からも
多くの代表が参加しています。京都の原水爆被
災者懇談会（略称「被爆者懇談会」）も被爆者援
護施策の充実と京都府の平和に向けた取り組み
の充実を求めて、毎年知事に要望活動を行なっ
ています。
　私たちも被爆者懇談会のみなさんと懇談を行
ない、被爆者の方々や御遺族の思いを聞かせて
いただきました。
　「核兵器の恐ろしさを知ってほしい」「地球上
から核兵器をなくしてほしい」という被爆者の
皆さんの強い思いを胸に質問に立ちました。
　京都府は被爆者手帳の申請等の窓口となって
いますが、被爆者の実態を把握し温かい被爆者
援護行政を求めました。 ［山内よし子］

１２月５日、３０人学級や通学費補助の増額、私学助成の
充実などの切実な要求がつまった教育署名４３,７６３筆
が、教職員組合や新日本婦人の会、保護者などの運動
で取り組まれ、府議会に提出されました。

教育署名４３,７６３筆が
府議会に提出される
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公
契
約
条
例
を
つ
く
り
 

下
請
保
護
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を

　
不
況
の
も
と
、
赤
字
覚
悟
の
低
価
格
入
札
の
結
果
、

下
請
泣
か
せ
、
低
賃
金
労
働
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
梅
木
の
り
ひ
で
議
員
は
、
府
の
草
刈
工
事
で
三
次

下
請
が
代
金
支
払
を
拒
否
さ
れ
、
自
己
破
産
し
た
事
例

を
あ
げ
、
最
低
制
限
価
格
の
設
定
や
公
契
約
の
ル
ー
ル

づ
く
り
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
下
請
保
護
に
つ
い
て
は
、「
低
賃
金
を
前
提
に
し
た
低

入
札
は
放
置
す
べ
き
で
な
い
」、
府
の
事
業
で
の
未
払

い
も
「
業
者
間
の
話
に
は
タ
ッ
チ
で
き
な
い
と
知
ら
ん

顔
で
い
い
の
か
」
と
発
注
者
責
任
を
厳
し
く
追
及
し
ま

し
た
。
知
事
は
、「
発
注
者
と
し
て
契
約
書
締
結
の
普
及

策
や
確
認
、
監
視
体
制
を
至
急
検
討
し
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

住
宅
耐
震
改
修
助
成
制
度
の
拡
充
と
住
宅

改
修
助
成
制
度
の
実
施
で
仕
事
お
こ
し
を

　
府
の
住
宅
耐
震
改
修
助
成
制
度
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
に
制
度
が
な
く
て
も
府
の

制
度
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
改
善
を
行
な

う
こ
と
や
部
分
改
修
な
ど
を
対
象
に
し
、

高
齢
者
な
ど
へ
の
補
助
増
額
を
要
求
。
ま

た
、
改
修
が
進
ん
で
い
る
静
岡
県
の
制
度

も
紹
介
し
、
信
頼
で
き
る
大
工
の
登
録
制

度
や
耐
震
計
画
へ
の
補
助
を
提
案
し
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
住

宅
改
修
助
成
制
度
を
実
施
し
、
小
規
模
事

業
者
の
仕
事
お
こ
し
を
行
な
う
よ
う
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
経
済
活
性
化
の
た

め
に
も
小
規
模
事
業
者
登
録
制
度
を
実
施

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

12月10日
梅木 のりひで議員
（京都市左京区）

一般質問

淀
川
水
系
の
河
川
整
備
計
画
は
、 

ダ
ム
に
頼
ら
な
い
河
川
整
備
へ
転
換
を

　
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
の
意
見
を
無
視
し
て
近
畿
整

備
局
が
一
方
的
に
作
成
し
た
淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画

案
に
対
し
、
流
域
四
府
県
知
事
の
「
共
同
意
見
」
で
は
、

大
戸
川
ダ
ム
は
必
要
な
い
と
さ
れ
た
も
の
の
、
天
ヶ
瀬

ダ
ム
再
開
発
と
川
上
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
整
備
が
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　
梅
木
議
員
は
、
同
委
員
会
が
、
両
ダ
ム
に
つ
い
て
も

「
整
備
は
適
切
で
な
い
」と
意
見
書
に
明
確
に
結
論
付
け

て
い
る
こ
と
や
森
林
や
水
田
の
保
水
能
力
を
高
め
、
透

水
性
舗
装
な
ど
、
流
域
全
体
で
の
総
合
的
な
河
川
管
理

を
提
案
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
ダ
ム
に
頼
ら
な
い
河

川
整
備
へ
の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
約
百
十
四
億
円
も
の
府
民
負
担
と
な
る
両
ダ

ム
計
画
に
つ
い
て
は
、
白
紙
撤
回
し
、
住
民
参
加
で
再

検
討
す
る
こ
と
を
国
に
求
め
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　予定価格１,７８０万円の府の草刈工事をＡ社
が１１１０万円で落札し、それを９００万円で請け
負ったＢ社が、Ｎさんに「８６０万円で請け負わ
ないか」と持ちかけました。Ｎさんは赤字覚
悟で請け負い、中間で４５０万円受け取りまし
たが、「応援の作業員の賃金と機械のリース代
を相殺する」と残金の支払いを一方的に拒否
されました。府の担当者に訴えたところ「業
者間の問題にはタッチできない」と言うので
す。「発注者責任を果たせ」と知事に求めまし
たが、「改善する」と言いながら「下請支払遅
延防止法がある」と冷たい答弁でした。府職
員が関与できるように、公契約条例（下請業
者と労働者を守るルール）をつくるよう要求
しました。 ［梅木のりひで］

　「年内の仕事の受注はもうない」。昨年１１月末に訪
問した金属加工業の町工場。「来年は仕事があるか
どうかもわからない」と大掃除を始めておられまし
た。仕事の受注がない、労働者の派遣切りなど府民
の雇用・くらし・営業は厳しく大変です。府民生活・
厚生常任委員会で解雇や派遣切りされてしまった労
働者の救済を行なうべきと、住宅家賃補助や公営住
宅の空き家への緊急入居措置などを求めました。
　また、「くらしの資金貸付を３人家族で申し込んだ
が、申し込みが多いと言われた。貸し付けてくれる
だろうか」と不安な思いで電話をかけてこられた方
があり、緊急に「くらしの資金貸付」の申し込みを
再開し通年化することや資金増額、借り換えなども
求めました。引き続き頑張ります。

上原 ゆみ子（京都市伏見区）

府民の雇用・くらし・営業を
守ることは政治の役割
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景
気
悪
化
か
ら
府
民
を
守
る
 

緊
急
策
の
一
層
の
具
体
化
を

　
山
内
よ
し
子
議
員
は
、
議
案
十
二
件
の
う
ち
、
教
職

員
の
給
与
と
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
「
改
正
」

案
に
反
対
し
、
他
の
十
一
件
に
賛
成
す
る
立
場
か
ら
討

論
し
ま
し
た
。

　
教
職
員
の
給
与
と
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

「
改
正
」
案
は
、
教
育
現
場
に
「
副
校
長
」「
主
幹
」
な

ど
の
新
た
な
職
を
設
置
し
、
給
与
面
で
優
遇
す
る
と
も

に
、
一
般
教
員
の
手
当
を
削
減
す
る
も
の
で
す
。
山
内

議
員
は
、
す
べ
て
の
教
職
員
の
参
加
で
進
め
て
き
た
学

校
体
制
を
、
上
意
下
達
の
組
織
体
制
に
変
え
る
狙
い
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
反
対
す
る
立
場
を
述
べ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
賛
成
の
立
場

を
表
明
し
、「
さ
ら
に
緊
急
的
な
具
体
策
が
必
要
」
と
指

摘
し
、　
第
一
に
、
雇
用
を
守
る
対
策
と
し
て
、「
雇
用

の
た
め
の
補
助
金
」
を
出
し
て
い
る
企
業
の
実
態
調
査

を
緊
急
に
行
な
い
、
雇
用
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
指
導
・

12月17日
山内 よし子議員
（京都市南区）

閉会本会議
議案討論

　「息子は高等部２年生。自閉症でいらいらす
るとパニックになる。車が大好きで何時間でも
乗っているけれども、車から降りられない。散
歩も１０メートルで家に戻ってしまう…もっと世
界を広げてあげてくださいと病院の先生に言わ
れてもできません。中３で１週間、高１で２週
間寄宿舎入所の経験があって、今１年間の通年
入所の最中です」「学校では校舎の中からほとん
ど出ることがなかったのですが寄宿舎では毎日
散歩に出ていました。寄宿舎の仲間となら一緒
に外食に行くこともできました。仲間の力は本
当にすごいと感心しました」
　文教委員会で請願の紹介議員としてお母さん
の訴えを紹介しました。請願は採択されません
でしたが、最終本会議で全会一致で「障害児の
教育と生活の充実に関する」国への意見書が可
決されました。 ［山内よし子］

新しくできる養護学校に
寄宿舎を!!

　本会議、委員会など与党会派の質問ですが、なぜもっ
と具体的に聞かないのか、いつも不思議でなりません。
１２月府会でも与党議員の質問に「京都農業の持続的発展
について」なる項目があり、注目していました。
　中山間地農業の重要な役割を大いに強調。そして高齢
化の中で耕作放棄地が急増し農地の荒廃が進んでいる実
態、鳥獣害などにも触れ、「なかなかやる」と思わせました。
　ところが肝心の質問は「この現状と対策について知事
の所見を伺いたい」でした。具体的な政策提起は全くな
し。減反を押し付け、価格保障を放棄して今日の事態を
作り出してきた自民党農政を変える問題提起がなぜでき
ないのか。
　わが党の「農業再生プラン」の具体化を迫る必要性を
痛感しているところです。

助
言
す
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
第
二
に
、
中
小
零
細
企
業
の

営
業
を
守
る
た
め
に
、
大
企
業

に
よ
る
下
請
い
じ
め
や
中
小
企

業
へ
の
仕
事
打
ち
切
り
、
大
銀

行
に
よ
る
「
貸
し
渋
り
」「
貸
し

は
が
し
」
を
や
め
さ
せ
る
こ
と

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　
第
三
に
、
く
ら
し
を
守
る
た

め
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

充
実
、
年
末
・
年
始
の
相
談
体

制
の
強
化
と
く
ら
し
の
資
金
貸

付
事
業
の
充
実
、
失
業
者
の
住

居
確
保
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

新井　進（京都市北区）

日産グループに雇用確保の
責任を果たさせよ

　雇用をめぐる事態は、きわめて深刻です。今回、あら
ためて大企業の横暴と労働者を守る法律の不備を実感し
ました。日産の子会社ジヤトコは「雇用確保のための補
助金」を京都府からもらい、親会社の日産は内部留保を
４兆円、７人の役員は２２億円もの報酬を受け取っている
のです。それなのに３００人の派遣切りをやったのです。
法律は、契約期間中の派遣労働者を解雇してはならない
としながら、罰則もなく、３０日前に予告すれば「違法」
とならず、裁判で争わなければ、雇用が守れないのです。
また、商工労働観光部長の答弁が「誘致企業の経営を守
ることが第一義」になっているのにはあきれました。府
民の税金３億円もつぎ込む以上、日産グループに雇用を
守る責任を果たさせるべきです。

松尾　孝（京都市伏見区）

悪政と対決、政治の中身を変える
党の躍進めざし大いに頑張ります
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12月17日
かみね 史朗議員
（京都市右京区）

閉会本会議
意見書・決議案討論

　小中高校の３０人以下学級の早期実現、特別支
援教育の充実、教育費の負担軽減などを求めて
提出された４万３,７６３人の教育請願は、文教委
員会で審議されました。
　私は、山内議員とともに「府教委の『学び教
育プラン』で義務教育を通して３０人程度学級を
すすめると明記しており、請願の趣旨と同じ
だ」「障害のある子どもたちの特別支援教育の充
実のために、相談や地域支援に携わるコーディ
ネーターを専任化し、増員すべきだ。養護学校
の寄宿舎は教育的意義があり増設を」「府民生活
が困難に直面するなか中途退学や進学断念の子
どもを作らないために教育費の負担軽減をはか
るべきだ」と請願の採択を強く訴えました。自
民・公明・民主各党は、４万人以上の願いに背
を向け請願を否決しましたが、コーディネータ
ーの専任化など障害のある子どもたちの教育の
充実をすすめる意見書が全会一致で可決されま
した。 [かみね 史朗]

　
閉
会
本
会
議
に
は
十
七
件
の
意
見
書
案
、
決
議
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
か
み
ね
史
朗
議
員
は
、
議
員
団
を
代
表
し
て
、
十
六

件
の
意
見
書
案
、
決
議
案
に
賛
成
し
、
自
民
な
ど
四
会

派
提
案
の
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
安
全
対
策
に

関
す
る
意
見
書
案
に
反
対
す
る
討
論
を
行
な
い
ま
し
た
。

　「
府
民
生
活
を
守
る
た
め
の
緊
急
経
済
・
雇
用
対
策
を

求
め
る
決
議
案
」
は
全
会
派
一
致
で
提
案
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
共
産
党
議
員
団
が
「
景
気
悪

化
か
ら
府
民
の
雇
用
と
営
業
を
守
れ
」
と
主
張
し
て
き

た
論
戦
が
実
っ
た
も
の
で
す
。
か
み
ね
議
員
は
、
意
見

書
・
決
議
案
に
つ
い
て
の
討
論
で
、
こ
の
決
議
案
が「
国
、

京
都
市
等
と
連
携
し
、
雇
用
継
続
の
働
き
か
け
を
強
め

る
こ
と
を
明
記
す
る
な
ど
雇
用
と
中
小
企
業
を
守
る
う

え
で
積
極
的
な
意
義
を
持
つ
も
の
」
と
強
調
し
、
知
事

に
そ
の
実
施
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
わ
が
党
提
案
の
「
雇
用
を
守
る
た
め
の
緊

急
対
策
を
求
め
る
意
見
書
案
」
は
、
大
企
業
と
経
済
団

体
に
大
量
解
雇
の
中
止
を
強
く
指
導
し
、
雇
用
を
守
る

社
会
的
責
任
を
果
た
さ
せ
る

こ
と
、
違
法
な
「
内
定
取
り

消
し
」
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
、

抜
本
的
な
対
策
と
し
て
労
働

者
派
遣
法
を
労
働
者
保
護
の

方
向
に
抜
本
的
に
改
正
し
、

大
企
業
が
非
正
規
労
働
者
を

正
規
雇
用
に
す
る
こ
と
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
る
、
と
賛

同
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
わ
が
党
は
、
請
願
に
応
え

て
「
三
十
人
以
下
学
級
の
早

期
実
現
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
率
の
復
元
に
関
す
る
意

見
書
案
」、「
消
費
税
の
大
増

税
に
反
対
す
る
意
見
書
案
」
を
提
案
し
、
賛
同
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
自
民
な
ど
四
会
派
提
案
の
「
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
教
育
や
生
活
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
案
」
に
つ

い
て
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
や
特
別

支
援
教
育
の
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の
願
い
を
反
映
し
た

も
の
で
あ
り
、
賛
成
し
、「
文
教
委
員
会
で
こ
の
意
見
書

案
と
同
趣
旨
の
請
願
を
審
議
し
た
が
、
わ
が
党
以
外
の

各
会
派
が
請
願
に
反
対
し
た
こ
と
は
筋
が
通
ら
な
い
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
自
民
な
ど
四
会
派
提
案
の
「
高
速
増
殖
炉

『
も
ん
じ
ゅ
』
の
安
全
対
策
に
関
す
る
意
見
書
案
」
は
、

運
転
再
開
を
認
め
る
も
の
で
反
対
し
、「
高
速
増
殖
炉

『
も
ん
じ
ゅ
』
の
運
転
再
開
中
止
を
求
め
る
意
見
書
案
」

へ
の
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

30人学級の実現、
特別支援制度の充実を

みつなが 敦彦（京都市左京区）

生活危機突破・雇用問題で
運動と論戦が響きあう

　１２月４日、わが党の代表質問に合わせ、京丹後市から
緊急要請団が府庁に来られました。その後、１２月１２日に
は与謝野町で民主府政の会北部全体会、さらに１２月２５日
には京丹後市で報告会など、１０月以降、議員団として取
り組んできた府内一円の調査活動とそれにもとづく議会
論戦とが、闘いと結んで響き合い、広がっています。
　雇用問題でも、京都府が補助金を出して誘致した「ジ
ヤトコ」への申し入れ、そこでつかんだ契約期間中の解
雇の事例をもとに、京都府知事や京都労働局への申し入
れなど、議会中でしたが、闘いがつながっていることを
実感するものでした。
　府民的反撃は始まっています。厳しい府民生活の実態
に応え、闘いの輪をさらにいっそうすすめましょう。
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京都府議会12月定例会本会議での請願の審査結果
創
生

公
明

民
主

自
民

共
産

本会議
採決結果

紹介議員
会　　派請願者請願名

蓋蓋蓋蓋○不採択共産京都障害児・者の生活と教育を豊かにす
る会　代表　吉田恵理　ほか１３,４５７人

障害のある子どもたちの豊かな放課後と教育
の充実を求めることに関する請願

蓋蓋蓋蓋○不採択共産子どもと教育・文化を守る京都府民会議
代表　藤本雅英　ほか４３,７６２人

教育格差をなくし、子どもたちにゆきとどい
た教育を求めることに関する請願

蓋蓋蓋蓋○不採択共産関西編レース工業組合　代表　中村孝郎
ほか１団体

消費税の大増税に反対することに関する請願
ほか１件

蓋蓋蓋蓋○不採択共産七条千本繁栄会　代表　内田常夫消費税の大増税に反対することに関する請願

蓋蓋蓋蓋○不採択共産ＮＰＯバリ島悠の会　代表　米田良治消費税の大増税に反対することに関する請願

蓋蓋蓋蓋○不採択共産舞鶴一般労働組合（まいづるユニオン）　
執行委員長　橋本安彦消費税の大増税に反対することに関する請願

蓋蓋蓋蓋○不採択共産綾部流通トラック事業協同組合
代表理事　岡本教雄消費税の大増税に反対することに関する請願

蓋蓋蓋蓋○不採択共産京都府右京民主商工会　会長　西村英弥
ほか９４団体

消費税の大増税に反対することに関する請願
ほか９４件

○：賛成、×：反対
※「適正な公金管理体制の確立に向けた決議案」は、開会本会議で全会一致可決。他の意見書・決議案は最終本会議での採決結果です。
　共産＝日本共産党議員団　自民＝自由民主党議員団　民主＝民主党議員団　公明＝公明党議員団　創生＝京都創生フォーラム
　それぞれの意見書・決議案の全文は、日本共産党府議団のホームページでご覧下さい。

京都府議会12月定例会本会議での意見書・決議案の採決結果
創
生

公
明

民
主

自
民

共
産採決結果提出会派意見書・決議案名

○○○○○可決全会派適正な公金管理体制の確立に向けた決議案

○○○○○可決全会派府民生活を守るための緊急経済・雇用対策を求める決議案

○○○○○可決自、民、公、創障害のある子どもたちの教育や生活の充実を求める意見書案

○○○○○可決自、民、公、創森林整備法人等の経営改善に関する意見書案

○○○○○可決自、民、公、創過疎地域振興のための新法制定に関する意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産高速増殖炉「もんじゅ」の運転再開中止を求める意見書案

○○○○蓋可決自、民、公、創高速増殖炉「もんじゅ」の安全対策に関する意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産介護保険の抜本的見直しを求める意見書案

○○○○○可決自、民、公、創介護サービスの充実を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産雇用を守るための緊急対策を求める意見書案

○○○○○可決自、民、公、創雇用の安定と国民生活を守るための施策実現に関する意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産中小企業への緊急支援を求める意見書案

○○○○○可決自、民、公、創中小企業支援対策の充実・強化に関する意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産消費税の大増税に反対する意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産児童扶養手当削減の全面撤回等を求める意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産３０人以下学級の早期実現と義務教育費国庫負担率の復元に関する意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産ＷＴＯ農業交渉に関わる意見書案

蓋蓋蓋蓋○否決共産くらしの資金貸付事業の拡充と運用の改善等を求める決議案
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11月13日
原田　完議員
（京都市中京区）

決算特別委員会
知事総括質疑知

事
を
先
頭
に
中
小
企
業
支
援
に
総
力
を

　
原
田
完
議
員
は
、
中
小
企
業
と
雇
用
の
問
題
で
、
こ
の

間
の
議
員
団
の
調
査
活
動
を
ふ
ま
え
て
質
問
。
京
丹
後
市

の
あ
る
機
械
金
属
下
請
企
業
で
は
、
受
注
が
九
月
以
降
す

で
に
九
五
％
減
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
雇
用
問
題
で
も
、

福
知
山
市
の
長
田
野
工
業
団
地
や
京
都
市
内
の
企
業
な
ど

が
、
派
遣
労
働
者
を
百
人
規
模
で
雇
い
止
め
に
し
よ
う
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
示
し
て
、
知
事
の
認
識
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　
知
事
は
、「
年
末
に
向
け
、
中
小
企
業
に
あ
ら
た
め
て
き

め
細
か
な
支
援
を
要
請
し
て
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

府
が
補
助
金
を
出
し
て
い
る
企
業
の
 

雇
い
止
め
を
許
す
な

　
さ
ら
に
原
田
議
員
が
、「
不
況
対
策
の
緊
急
相
談
窓
口
の

設
置
を
」「
緊
急
雇
用
対
策
事
業
で
仕
事
起
こ
し
を
実
施
し
、

国
に
も
緊
急
対
策
の
要
請
を
」「
府
が
企
業
立
地
補
助
金
を

出
し
て
い
る
企
業
の
雇
い
止
め
の
実
態
を
把
握
し
、
首
切

り
が
行
な
わ
れ
な
い
よ
う
対
策
を
」
と
求
め
た
の
に
対
し
、

知
事
は
「
市
や
労
働
局
、
労
働
者
団
体
、
経
営
者
団
体
な

ど
オ
ー
ル
京
都
で
、
雇
用
問
題
、
中
小
企
業
の
支
援
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
原
田
議
員
は
、
融
資
問
題
で
「
府
の
制
度
融
資

の
据
置
期
間
を
最
長
三
年
ま
で
延
長
、
資
金
繰
り
支
援

を
」「
金
融
機
関
が
貸
し
は
が
し
、
貸
し
渋
り
を
行
な
わ
な

い
よ
う
対
策
を
」
と
要
求
。「
い
ま
、
大
企
業
は
輸
出
・
外

需
頼
み
の
経
営
失
敗
の
ツ
ケ
を
国
民
に
押
し
つ
け
て
い
る

が
、
そ
れ
を
許
さ
ず
国
民
の
く
ら
し
を
守
る
の
が
政
治
の

責
任
だ
」
と
指
摘
し
て
質
問
を
終
え
ま
し
た
。

　
総
 務
 部
 

市
町
村
合
併
の
検
証

市
町
村
へ
の
権
限
委
譲

財
政
運
営

入
札
制
度
の
改
善

　
教
育
委
員
会
 

三
〇
人
程
度
学
級
の
小
中
全
学
年
で
の
実
現

特
別
支
援
教
育

就
修
学
保
障

宇
治
に
新
設
す
る
養
護
学
校

　
人
事
委
員
会
 

非
常
勤
職
員
の
勤
務
条
件

　
建
設
交
通
部
 

淀
川
水
系
の
河
川
整
備
計
画

京
都
高
速
鉄
道
（
京
都
市
営
地
下
鉄
の
第
三
セ
ク
タ

ー
）
へ
の
出
資
金

一
般
競
争
入
札
の
総
合
評
価
方
式

河
川
ご
と
の
浚
渫
費
用

鉄
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　
文
化
環
境
部
 

私
学
助
成
の
増
額

授
業
料
全
額
免
除
制
度
の
創
設

府
外
私
立
高
校
通
学
生
徒
へ
の
補
助
金
復
活

府
立
大
学
の
施
設
整
備

太
鼓
山
の
風
力
発
電
の
総
括

京
都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

畑
川
ダ
ム
の
水
需
要
調
査

城
陽
の
山
砂
利
問
題

丹
後
海
と
星
の
見
え
る
丘
公
園
（
丹
後
リ
ゾ
ー
ト
公
園
）

　
健
康
福
祉
部
 

医
師
不
足
、
医
師
確
保
対
策

国
民
健
康
保
険
事
業
へ
の
支
援

難
病
対
策

介
護
保
険
の
基
盤
整
備
、
同
居
家
族
が
あ
る
場
合
の

生
活
支
援
の
利
用
制
限

盲
聾
（
も
う
ろ
う
）
者
の
通
訳
派
遣

決算特別委員会書面審査●主な質問項目

　雇用問題を柱に、中小企業支援、金融問題で質
問をしました。
　京都府北部では機械金属加工が活況を呈してい
ましたが、９月以降は受注が激減し、地域経済へ
の影響も深刻な事態となっています。
　特に非正規雇用労働者は、雇い止めが１００人規
模で次々と起き、雇い止めによって、収入は絶た
れ、住む場所まで奪われて寒空に放り出され、生
活自体が成り立たない事態が生まれていました。
　非正規労働者失業対策を国に求めるとともに、
府としても最大の努力をと求めましたが、１２月に
入ると非正規雇用者の居住問題で、国も対策を実
施せざるを得ないところにまで追い込んできまし
た。党議員団の取り組みも国政を動かす力となっ
ていることを実感するとともにさらに奮闘が求め
られています。引き続き頑張ります。 ［原田　完］
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11月13日
まえくぼ 義由紀議員
（宇治市・久御山町）

決算特別委員会
知事総括質疑 国

庫
補
助
金
の
不
適
正
経
理
・
裏
金
問
題

の
全
容
解
明
、再
発
防
止
を

　
ま
え
く
ぼ
義
由
紀
議
員
は
、
国
庫
補
助
金
の
不
正
経
理

問
題
と
裏
金
問
題
に
つ
い
て
、「
不
適
正
な
会
計
処
理
」
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
中
身
な
ど
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お

ら
ず
、
府
民
の
信
頼
を
大
き
く
傷
つ
け
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
、
幹
部
職
員
に
よ
る
組
織
的
な
隠
ぺ
い
を
許
さ
な
い

民
主
的
な
職
場
を
つ
く
る
こ
と
、
府
民
本
位
の
清
潔
な
開

か
れ
た
府
政
を
確
立
す
る
こ
と
を
知
事
に
求
め
ま
し
た
。

ダ
ム
先
に
あ
り
き
の
河
川
整
備
計
画
案
は
 

た
だ
ち
に
撤
回
を

　
全
国
の
運
動
に
押
さ
れ
、
政
府
は
「
環
境
に
配
慮
し
住

民
の
意
見
を
生
か
す
」
よ
う
九
七
年
に
河
川
法
を
改
正
し
、

有
識
者
等
に
よ
る
淀
川
水
系
流
域
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
が
、
国
土
交
通
省
近
畿
整
備
局
は
、
こ
の
委
員
会
の

意
見
を
無
視
し
、
一
方
的
に
淀
川
水
系
河
川
整
備
計
画
案

を
公
表
。
現
在
、
そ
れ
に
対
す
る
知
事
意
見
聴
取
の
手
続

き
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
え
く
ぼ
議
員
は
、
四
府
県
知
事
の
、
大
戸
川
ダ
ム（
滋

賀
県
）
中
止
の
「
共
同
意
見
」
は
歓
迎
す
る
と
表
明
。
そ

の
上
で
、
事
実
上
容
認
し
た
天
ヶ
瀬
ダ
ム
再
開
発
（
京
都

府
）
と
川
上
ダ
ム
（
三
重
県
）
な
ど
に
つ
い
て
、「
供
ダ
ム

あ
り
き
僑
の
計
画
押
し
つ
け
を
容
認
す
べ
き
で
な
い
」
と

た
だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
四
ダ
ム
「
不
適
切
」
と
し
た
流
域
委
員
会
の
意

見
を
尊
重
し
、
計
画
案
の
撤
回
を
国
に
迫
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　
山
田
知
事
は
「
堤
防
強
化
、
河
道
改
修
の
完
成
が
前
提
。

景
観
、
地
質
等
に
つ
い
て
地
元
に
対
し
て
十
分
な
配
慮
を

求
め
た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

府
南
部
の
聴
覚
言
語
セ
ン
タ
ー
的
施
設
の
設
置

国
保
の
資
格
証
明
書
発
行
の
抑
制
対
策

無
保
険
の
子
ど
の
へ
の
保
険
証
発
行

　
政
策
企
画
部
 

学
研
都
市
計
画
の
変
更

地
デ
ジ
問
題

新
し
い
行
政
経
営
改
革
プ
ラ
ン
（
案
）

　
農
林
水
産
部
 

水
産
振
興
と
魚
価
引
き
上
げ
支
援

原
油
価
格
高
騰
に
よ
る
燃
料
費
直
接
補
て
ん

ま
き
網
船
団
の
違
法
操
業
問
題

認
証
木
材
普
及
事
業

有
害
鳥
獣
被
害

農
業
担
い
手
対
策
と
企
業
参
入
問
題

農
産
物
の
価
格
保
障

農
業
の
所
得
補
償

汚
染
米
の
真
相
究
明

京
都
米
の
病
院
・
福
祉
施
設
等
へ
の
供
給
対
策

　
商
工
労
働
観
光
部
 

「
雇
い
止
め
」
等
、
非
正
規
労
働
者
の
雇
用
危
機
対
策

中
小
企
業
の
金
融
支
援

府
中
小
企
業
会
館
の
耐
震
補
強
改
修

　
警
察
本
部
 

信
号
機
の
設
置

障
害
者
の
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章

祇
園
木
屋
町
特
別
警
察
隊
の
活
動
状
況

風
俗
無
料
案
内
所
の
取
り
締
ま
り

警
察
職
員
待
機
宿
舎
老
朽
化

　
知
事
直
轄
 

府
職
員
の
健
康
管
理
、
休
務
状
況
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

　
府
民
生
活
部
 

Ｄ
Ｖ
サ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
、
Ｄ
Ｖ
被
害
防
止

地
震
防
災
事
業
五
カ
年
計
画

原
発
の
安
全
対
策

同
和
奨
学
金
問
題

自
転
車
安
全
対
策

決算特別委員会書面審査●主な質問項目

天ヶ瀬ダム再開発のストップを
　天ヶ瀬ダム再開発は、ダムの放流量を、現在の
毎秒９００㌧から１,５００㌧ に増やすため、最大直径２６
㍍、延長６００㍍ の放流トンネルをダム左岸につく
るものです。宇治川に洪水時をはるかに上回る水
 を流す無謀な計画です。
　この計画は、脆弱な宇治川堤防の決壊の危険性、
天ヶ瀬ダム直下・周辺の断層帯の存在、塔の島地
区の景観・環境破壊など様々な問題があります。
しかし、国交省近畿整備局は強行する構えで、知
事も「容認」の姿勢です。
　私は、決算総括で知事に、改正河川法に基づき
設置された「流域委員会」の意見を尊重し、住民
の疑問や不安に誠実に応えるために、天ヶ瀬ダム
再開発は中止し、見直すべきと強く求めました。
 ［まえくぼ義由紀］
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府民の雇用と営業、暮らしを守るために全力【12月議会の特徴】

　
十
二
月
定
例
府
議
会
は
、
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機

に
よ
る
急
激
な
景
気
後
退
の
中
、
大
企
業
に
よ
る
「
派

遣
切
り
」、「
下
請
切
り
」
が
噴
出
し
、
府
民
が
深
刻
な

苦
難
に
直
面
す
る
中
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
府
議
団
は
、
雇
用
と
営
業
、
く
ら
し
と
い
の
ち
を
守

る
た
め
に
、
全
力
で
奮
闘
し
ま
し
た
。

現
場
に
足
を
運
ん
で
の
調
査
で
論
戦
を
リ
ー
ド
 

全
会
一
致
の
府
議
会
決
議
に
実
る

　
日
本
共
産
党
府
議
団
は
、
実
体
経
済
へ
の
影
響
が
現

れ
始
め
た
十
月
以
後
、
市
町
村
議
員
団
や
党
府
委
員
会

と
連
携
し
、
延
べ
二
千
に
の
ぼ
る
団
体
や
企
業
と
の
懇

談
を
重
ね
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た
実
態
を
議
会
で
告
発
し
、

改
善
策
を
提
案
し
て
実
施
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
府
民

総
行
動
も
取
り
組
ま
れ
、
十
二
月
四
日
に
は
京
丹
後
市

か
ら
緊
急
要
請
団
が
上
京
し
、
京
都
府
と
交
渉
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
初
、
議
会
で
は
わ
が
党
以
外
か
ら
は
本
格
的
な
対

策
を
求
め
る
声
は
上
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
閉
会
本

会
議
で
は
、「
府
民
生
活
を
守
る
た
め
の
緊
急
経
済
・
雇

用
対
策
を
求
め
る
決
議
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
決
議
は
、
京
都
府
に
対
し
「
総
力
を
あ
げ

て
中
小
企
業
等
に
対
す
る
金
融
・
経
営
支
援
の
充
実
、

非
正
規
労
働
者
等
の
雇
用
の
維
持
・
確
保
」
を
行
な
う

よ
う
求
め
る
も
の
で
す
。

　
京
都
府
も
、
知
事
を
本
部
長
と
す
る
「
緊
急
経
済
・

雇
用
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、「
非
正
規
労
働
者
緊
急
就

業
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置
、
失
業
者
の
た
め
の
府
営

住
宅
八
十
一
戸
確
保
、
の
べ
二
千
五
百
人
の
臨
時
職
員

の
雇
用
、
相
談
窓
口
を
十
二
月
三
十
日
ま
で
開
設
な
ど

の
具
体
的
対
策
を
始
め
ま
し
た
。

　
中
小
企
業
支
援
で
は
、
金
利
を
〇
・
一
％
引
き
下
げ
、

返
済
期
間
を
十
年
と
し
た「
中
小
企
業
資
金
対
策
融
資
」

の
創
設
な
ど
「
第
二
次
緊
急
経
済
対
策
」
が
提
案
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
党
の
質
問
に
対
し
、
業
種
を

問
わ
ず
活
用
で
き
る
「
原
油
・
原
材
料
高
騰
等
対
策
融

資
」
の
二
〇
〇
九
年
度
へ
の
延
長
の
方
向
も
示
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
府
民
的
な
運
動
と
結
び
つ
い
た
わ
が

党
の
攻
勢
的
な
議
会
論
戦
が
リ
ー
ド
し
た
議
会
で
し
た
。

国
庫
補
助
金
の
不
適
正
処
理
と
裏
金
問
題
 

与
党
会
派
は
決
算
議
案
を
採
決
で
き
ず
先
送
り
に

　
本
来
、
十
二
月
議
会
で
採
決
さ
れ
る
べ
き
二
〇
〇
七

年
度
の
決
算
五
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会
の
継
続
が

決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
の
会
計
検
査
院
が
国
庫

補
助
事
業
費
の
会
計
処
理
が
不
適
切
と
指
摘
し
た
こ
と
、

お
よ
び
京
都
府
の
裏
金
問
題
が
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め

で
す
。

　
日
本
共
産
党
府
議
団
は
、
知
事
に
全
容
解
明
と
再
発

防
止
を
申
し
入
れ
る
と
と
も
に
、
京
都
府
が
現
場
に
必

要
な
経
費
ま
で
も
削
減
し
続
け
て
き
た
財
政
運
営
や
府

政
運
営
の
あ
り
方
に
も
問
題
が
あ
る
と
の
立
場
か
ら
追

及
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
含
む
決

算
は
不
認
定
と
す
る
こ
と
が
、
議
会
の
意
思
を
示
す
一

番
重
い
方
法
だ
と
主
張
し
ま
し
た
が
、
不
認
定
の
態
度

が
と
れ
な
い
与
党
会
派
は
、
採
決
そ
の
も
の
を
先
送
り

に
し
ま
し
た
。

　
決
算
が
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
自
体
、
三
十
数
年

ぶ
り
の
異
例
な
も
の
で
、
府
の
責
任
は
重
大
で
す
。

府
民
の
願
い
を
受
け
止
め
 

自
公
政
治
の
転
換
と
知
事
選
挙
勝
利
へ
全
力

　
十
二
月
議
会
に
は
、
四
万
三
千
筆
余
の
署
名
が
添
え

ら
れ
た
「
子
ど
も
た
ち
に
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を
求
め

る
請
願
」、
百
一
団
体
か
ら
の
「
消
費
税
の
大
増
税
に
反

対
す
る
請
願
」
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
府
民
の
願
い
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
、

来
る
べ
き
総
選
挙
で
の
日
本
共
産
党
躍
進
で
自
公
政
治

の
転
換
を
勝
ち
取
り
、
一
年
三
カ
月
後
に
迫
っ
た
知
事

選
挙
で
、
く
ら
し
の
防
波
堤
と
な
る
新
し
い
民
主
府
政

を
実
現
す
る
た
め
、
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。

さこ 祐仁上原 ゆみ子西脇 いく子山内 よし子原田　完
上京区選出、商工労働観
光常任委員、少子高齢社
会・青少年対策特別委員

伏見区選出、府民生活・
厚生常任委員、地球温暖
化対策特別委員

下京区選出、農林環境常
任委員、少子高齢社会・
青少年対策特別委員

南区選出、文教常任委員、
少子高齢社会・青少年対
策特別委員

中京区選出、警察常任委
員、京都再生・ブランド
戦略特別委員

かみね 史朗松尾　孝みつなが敦彦梅木のりひでまえくぼ義由紀新井　進
右京区選出、文教常任委
員、防災・暮らしの安心
安全対策特別委員

伏見区選出、農林環境常
任委員、京都再生・ブラ
ンド戦略特別委員

左京区選出、府民生活・
厚生常任委員、地球温暖
化対策特別委員

左京区選出、建設交通常
任委員、京都再生・ブラ
ンド戦略特別委員

宇治市・久御山町選出、
総務常任委員、地球温暖
化対策特別委員

北区選出、商工労働観光
常任委員、防災・暮らし
の安心安全対策特別委員


